
t 

曾苧滅号線苧え圏帝都京

巷回十二韻聾~司
ノ、ー雪廃

fr 電量日一-J司プ弓~~二二利I If酉

強

園

部

組

マ
ル
ク
ス
の
農
業
経
済
硯

所
得
申
告
遺
漏
の
補
完
方
法

岡

家

ご

枇

曾
祖
凪

教

授

法

事

悼

士

イ下請lt河

田戸田

荘 JE嗣

一雄耶

快

投

法

措

博

士

助
教
般
世
間
中
士

常
犯

ブ

ル

グ

ン

氏

の

諸

枇

曾

主

義

評

論

品

開

技

法

則

市

博

士

産
業
ご
し
て
の
林
業
の
特
性
・
・
塁
側
か
む

琉

球

の

舟

藩

置

牒

・

・

・

・

・

・

致

技

法

明

博

士

都

佃

錦

蛾

津
料
藩
の
武
士
崎
農
策
・
・
-
殺
伐
抑
制
凶
吊
土

地
肌
計
に
於
け
る
一
二
軍
一
計
算
・
競
高
例
措

r
叫

銀

行

法

三

普

通

銀

行

の

資

本

金

・

一

山

露

出

問

中

I

法

令

主
開
柑
槻
J

作
・
川
計
千
制
行
特
別
融
通

A
損
失
州
償
法
・
誕
樽
ノ
金
川
崎
剛
一
一
封
λ

ル
首
金
融
凋
一
一
附
ス
ル
法

印
・
特
別
融
通
帯
官
官
旭
川
・
向
L
宵
議
所
法

-
J
瑚
士
法
・
保
枕
倉
山
叩
山
中
改
正
・
保
問
仁
助
法

叫

附

鐘

球

本
誌
第
二
十
四
巻
組
目
録

田

島

錦

治

平

田

窓

夫

山

本

美

越

乃

黒

正

最

岡

崎

文

規

沙

見

三

郎

一一一一一一"ι--ニニニニ

.、

， ...* 



-• 

産
業
乏
し
て

の
林
業
の
特
性

平

憲

犬

田

総
て
の
庶
仲
間
生
産
業
に
於
て
然
る
如
〈
、
林
装
に
於

τ
も
、
共
れ
が
一
つ
の
特
殊
な
生
産
業
ご
し
て
存
立
す
る

所
以
的
基
礎
は
、
其
の
生
産
業
に
於
て
適
用
3
る
、
特
定
の
技
術
行
錯
U
H
H
林
業
技
術
H
U
H
に
存
す
る
o

し
か
し

乍
色
、
斯
か
る
特
定
の
技
術
行
錯

ω通
用
を
必
要
な
ら
し

U
る
所
以
凶
一
も
り
は
単
一
覚
其
内
生
産
行
局
の
目
的
物
た

る
主
産
物
の
質
料
的
性
質
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
b
、
而
し
て
現
時
の
林
業
に
ゐ
っ
て
共
の
主
産
物
ご
せ
ら
る
る

も
の
は
木
材
で
あ
る
か
ら
、
産
業
ご
し
て
の
林
業
山
特
性
は
其
の
源
を
、
北

(ω
主
産
物
た
る
木
村
山
り
質
料
的
諸
性

質
に
品
目
し
て
居
る
ぜ
一
五
ひ
得
る
で
あ
ら
う
o

然
ら
ば
、
木
材
の
斯
か
る
根
本
的
な
諸
性
質
己
は
何
ぞ
正
云
ム
仁
、

第
一
に
は
挨

μ
が
布
機
的
生
成
物
で
あ
る
こ
ご
、
第
二
に
そ
れ
は
野
生
樹
械
の
生
成
物
で
あ
る
こ
正
、
第
三
に
そ

は
叉
、
斯
か
る
野
生
山
川
相

ω山
川
牒
構
成
物
で
ゐ
る
こ
さ
之
れ
で
あ
る
。
斯
か
る
質
料
的
諮
性
質
を
有
す
る
木
材
を

主
産
物
ご
す
る
林
業
は
、
北
(
の
結
川
本
、
叉
そ
の
生
産
技
術
上
仁
於

τ次
の
如
き
校
本
的
諸
性
質
を
布
す
る
こ
己
-
と

な
る
。
即
ち
、
け
小
極
的
生
産
池
殺
が
有
機
的
な
る
こ
正
、
じ
生
産
諸
保
品
川
に
付
て
殆
左
手
、
「
自
然
」
郎
も
、
先

天
的
立
地
一
胸
係
に
依
械
し
束
縛
さ
れ
て
居
る
こ
ピ
、
巳
生
産
じ
長
年
月
を
要
す
る
こ
正
、
明
生
産
に
自
然
的

ω終

は
申
六
税

沿

苑

産
業
と
し
て
心
林
業
山
特
性

第
二
十
四
世
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討

議

止

し

て

の

林

業

的

特

日

第

二

十

凶

器

期
な
き
こ
ご
、
五
生
産
に
大
両
日
制
を
要
す
る
こ
正
、
之
れ
で
あ
る
。
而

L
て
、
之
れ
ら
の
根
本
的
諸
性
質
は
廷
に

(
 

相
侠
つ

τ林
業

ω
艇
後
上
に
猫
特

ω
性
質
、
態
様
を
拠
へ
比
(
叫
経
桝
上

ω地
位
、
性
質
を
決
定
す
る
こ
乙
.
己
な
る

設

~ti 

J、
J又

。
(コ

第
六
鋭

以
下
順
次
に
之
れ
を
説
越
し
ゃ
う
o

林
業
の
生
産
過
稚
の
中
枢
を
な
せ
る
も
の
が
有
機
的
過
制
作
で
あ
る
ご
い
ム
上
記
第
一

ω性
質
は
林
業
を

L
1
、

か

ω
一
般
農
業
正
共
に
、
之
を
工
業
生
産
に
比

L
て
、
自
ら
資
本
相
放
ご
い
ム
終
端
胴
上

ω
特
性
を
有
せ
仁
む
る
が

(
後
越
)
、
林
業
は
又
他
万
に
於
1
・
工
業
は
勿
論
一
般
燐
業
に
比
し

τ兎
に
労
働
組
放
正
い
ふ
特
性
を
も
お
廿
し

τ

居
る
、
而
し
て
そ
は
上
記
り
第
二
り
性
質
、
印
ら
林
業
が
北
(
り
生
産
品
保
件
に
付
い
て
殆
ど
全
〈
、
「
自
然
」
に
依
頼

し
て
居
る
己
一
目
ふ
一
帯
W
H
に
基
く
の
で
あ
る
o

的
も
林
業
H
H

北
九
川
り
生
産
訪
保
件
小
、

也
立
、

j

{

 地
勢
及
気
似
聞
係
は
勿

論
、
沃
度

ω闘
係
に
於
工
も
多
〈
は
林
地

ω先
天
的
性
質
に
依
蝋
し
、
入
力
を
以

τ之
れ
に
改
良
を
加
ふ
る
こ
と

は
殆
ど
な
い
。
又
他
方
か
ら
一
五
は
ば
、

か
か
る
自
然
的
生
産
諸
僚
何
的
下
に
生
育
す
る
林
水
は
所
謝
野
生
樹
稲

τ

ふ
性
質
を
耕
よ
る
か
ら

!~~ 
1 

両ij L 
越も
し農
1~ 羽F
*~'i岬 l二
l二:於
、ft

1* る
業主)1'

lこ;Ii，'
あ、
イ)

て
は

か

ω農
耕
に
於
け
る
除
草
等
に
ほ
ぼ
該
嘗

施
肥
川
り
如
き
集
約
な
る
勢
倒
的
絶
え
、
さ
る
池
用
金
必

要
ご
し
な
い
。

の
み
な
ら
す
、

す
る
ピ
こ
ゐ
の
手
入
作
業

ω如
き
も
、
必
宇
し
も
絡
調
に
之
を
必
要
己
せ
ヂ
・
又
た
己
ひ
之
を
施
行
す
る
に
し
て

も
、
金
生
底
抗
叫
税
の
長
年
月
な
る
に
比
す
れ
ば
僅
少
な
る
日
時
を
.
従
っ
て
叉
之
れ
に
比
例
し
て
、
同
じ
く
僅
少
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な
る
勢
働
を
使
用
す
る
仁
過
ぎ
な
い
V

O

元
よ
り
勢
似

ω組
欣
に
う
い
て
最
も
若
し
い
の
は
採
取
的
林
業
で
あ
っ

て

こ

ω場
合
使
則
き
る
る
身
閥
的
労
働
は
、
伐
木
地
川
村
及
搬
川
作
業
.
郎
ち
生
産
物
内
股
従
内
労
働
に
池
山
ヨ

す
、
生
産
り
中
極
的
池
ね
は
全
然
自
然
り
手
に
よ
う
て
祭
主
る
も

ω
で
あ
る
が
、

か
の
育
成
的
林
業
に
於
て
す

ら
・
北
(
の
必
要
と
す
る
九
月
般
的
労
働
中
重
き
を
出
む
る
も
の
は
前
者
正
同
じ
〈
、
牧
礎
的
一
労
働
で
あ
る
ご
云
ふ
事

討
を
昆
ば
、
林
業
ぶ
一
般
に
非
常
に
勢
働
組
放
で
ゐ
る
こ

F
F知
力
得
る
の
で
ゐ
る
o

何
判

(
A
d
M
¥
小
本
恥

t
i
、

l
J
t
t
4
2
l
 工
業
は
勿
論
一
般
勝
栄
に
比
L
て
労
働
机
放
な
産
業
で
ゐ
る
が
、
誕
仁
之
に
使
用
さ

れ
る
勢
働

ω純
類
に
就
い
て
考
ふ
る
も
、

一
般
農
業
北
(
他
ピ
越
さ
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
削
丸
、
林
業
は
、

一
般
農
業
正
異
ム
リ
、
叫
川
紳
的
労
働
を
必
要
こ
す
る
こ
ど
犬
な
る
削
介
に
、
身
雌
的
労
働
を
必
W
A
正
す
る
こ
ど

ω少

さ
き
に
逃

J

べ
た
伐
に
、
林
業
は
北
(
叫
生
産
仁
長
年
月
を
要
[
、
大
岡
山
m
T
裂
す

な
い
も
の
で
あ
る
。
け

rし、

る
。
殊
に
共
山
作
業
形
態
が
、

一
定
年
度
特
に
牧
穫
を
行
ふ
乙
こ
ろ
の
所
前
附
年
作
業
で
は
な
(
て
、
加
判
立
ゼ
る

産
業
的
鋭
倍

a

ら
し
て

ω
林
業
に
£
っ
て
最
も
合
理
的
な
作
業
形
態
、

郎
も
漣
年

ω
牧
穫
を
期
待
す
る
所

ω
辿
年
作

業
に
あ
っ
て
は
、
後
に
識
よ
る
伐
に
、
施
業
計

4

市
以
上
設
定
3
れ
た
伐
採
年
齢
(
輪
伐
州
)
の
一
不
す
年
数
正
岡
敬

ω林

地
を
要
す
る
か
ら
、
今
、
似
り
に
年
々

ω
伐
採
面
積
士
、
農
業
に
於
U
る
年
々
の
牧
礎
商
政
に
等
L
レ
ど

L
て

色
、
漣
年
作
業
叫
縦
此
留
に
婆
す
る
而
M
M
は
農
業
的
そ
れ
に
比
し
て
数
十
約
乃
至
百
数
十
怖
を
要
す
る
わ
け
で
ゐ

る
。
従
っ
て
、
林
業
内
総
勝
目
に
は
、
長
年
月
に
一
H
る
周
訓
な
る
施
業
計
査
を
立

τ、
時
々
之
れ
守
検
訂
L
、
夏
に

誼

苑

産
業
と
し
て
ゆ
林
業

ω特
性

第
二

T
凶
器

O 

第
六
時
抗

" ブι
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詑

苑

産
業
・
と
し
て
白
林
議
の
特
性

第
二
十
四
巻

O 

第
六
掠

九
O 

之
れ
が
寅
行
に
際
し
て
は
、

身
健
的
労
働
の
適
用
を
指
導
監
督
す
る
を
要
す
る
ピ
共
に
、

新
〈
庚
澗
な
る
面
積
に

豆
つ

τ絶
え
す
之
れ
を
管
理
L
保
護
す
る
の
必
要
が
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
等

ω融
労
務
は
、
専
ら
精
跡
的
労
働
者
所

謂
真
員
り
司
ど
る
ど
こ
ん
で
あ
る
か
ら
、

林
業
に
於
て
は
身
備
的
勢
働
仁
比
し
て
削
合
に
多
〈
の
精
紳
勢
働
を
使

用
す
る
こ

t
t
な
る
理
で
あ
る
。

真
に
、
身
憧
的
帥
労
働
そ
の
も
の
に
付
い
て
考
へ
で
も
、
林
業
労
働
に
は
、
其
の
能
率
上
、
工
業
努
働
は
勿
論
、

一
般
農
業
勢
働
に
比
し
て
も
稲
々
不
利
な
る
鮪
が
認
め
ら
れ
る
。

林
業
に
於
け
る
身
飽
的
労
働
は
、

一
般
農
業
に
於
り
る
が
如
〈
、
有
機
的
過
程
た
る
樹
木
の
生
育
過
耗
に
伴
ひ

立

(ω
進
行
の
度
に
感
じ
て
適
用
さ
る
る
関
係
上
、
各
々
其

ω
柿
類
を
異
に
し
、
真
に
、

か
か
る
有
機
的
過
程
の
準

行
を
支
配
す
る
自
然
的
季
節
に
膳
じ
て
順
次
に
適
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

γ
。
郎
も
、
造
林
作
業
、
手
入
作
業
、

牧
穫
作
業
等
、
各
々
異
な
っ
た
純
類
の
労
働
が
、
そ
れ
ぞ
れ
遁
嘗
な
る
季
節
に
遁
用
事
れ
る
こ
ご
を
要
す
る
。

'
F』

れ
ば
か
り
で
な
〈
、
共
の
労
働
の
桶
類
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
、

之
れ
に
要
す
る
抽
労
働
者
の
純
類
己
、
所
要
同
労
働

量
ご
を
異
に
す
る
こ
正
が
多
い
か
ら
、

エ
業
に
於
け
る
が
如
(
に
、
同
開
勢
働
者

ω
一
定
数
を
終
年
使
用
す
る
噂
』

ご
が
で
き
な
い
で
、
季
節
毎
に
異
な
れ
る
組
幅
削
及
人
数

ω労
働
者
を
、
数
週
乃
至
数
ヶ
月
使
用
し
得
る
に
過
ぎ
な

日

従

つ
J

し
、
其
の
技
能

ω熟
練

ω機
を
欠
〈
ば
か
り
で
な
(
、
林
業
に
於
て
は
一
般
農
業
E
異
ち
等
々
新
た
に

一
度
得
た
，
Q

優
良
な
る
崎
労
働
者
も
忽

拙
労
働
者
を
募
る
を
要
す
る
か
ら
、
良
好
な
る
一
労
働
者
を
氷
〈
保
持
し
難
〈
、

W. 5chiff Ucber 'Vesell IIml Be~onderheìlen der Ag日 rpolilik，(Archiv 

ftir Sozialwissenschaft und Sozialpolitik. 53 Bd. 1925.) S. 445-447・
神

.‘・

...4， 



• • 

も
叉
之
れ
を
失
ム
虞
れ
が
あ
る
。

ま
た
林
業
労
働
に
ゐ
つ
て
は
、

そ
れ
が
土
地
生
産
業
た
る
性
質
上
、
季
節
は
勿
論
天
候
に
よ
っ
一
ー
も
左
右
き
る

る
の
み
な
ら
す
、

工
業
勢
働

ι於
げ
る
が
如
〈
一
定
場
所
に
於
り
る
一
定
の
位
置
に
就
い
工
繕
え
十
労
働
操
作
を

な
す
を
得
な
い
で
、
労
働
中
絶
え
す
そ
の
位
置
を
移
動
す
る
を
要
す
る
o

殊
に
日
々
の
勢
働
の
関
知
ご
終
了
に
際

L
τ
勢
働
の
現
場
に
往
復

L
・
或
は
就
業
中
ゐ
る
地
問
よ
り
他
の
地
貼
に
移
輔
す
る
必
要
も
常
に
起
h
，、

L
か
b

か
が
る
際
、
そ
り
移
動
す
べ
き
距
離
は
、

工
業
労
働
は
勿
論
農
業
労
働
に
比
べ

τも
概
ね
遂
に
大
で
ゐ
る
が
、

れ
等
ほ
何
れ
も
労
働
探
作

ω連
続
性
を
欠
主
、
乃
至
は
努
働
時
聞
を
空
費
す
る
こ

Z
大
な
る
も
の
で
め
る

J
V

夏
に
林
業
に
於
け
る
身
蝕
的
待
働
に
付
て
は
、
北
(
の
生
産
物
た
る
木
材
及
守
』
れ
が
生
産
手
段
た
る
ホ
林
の
性
質

上
、
か
の
工
業
に
於
り
る
が
如
き
精
微
b
技
能
、
農
業
に
於
付
る
が
如
き
細
心
な
操
作
を
必
要
ご
せ
十
比
(
的
性
質
は

概
ね
車
純
で
あ
る
が
、

そ
は
、

一
方
に
於
T
上
越

ω如
く
季
節
的
労
働
冗
る
ご
共
に
、
他
方
仁
於
て
其
の
生
蔵
行

程
が
か
の
大
商
積
上
に
配
列
し
て
居
る
側
々
の
樹
木
山
司
Hζ

る
ど
こ
ろ
で
あ
る
関
係
上
、
之
れ
が
進
行
を
補
助
す

る
各
町
仰
の
労
働
も
亦
・
此
等
の
散
在
せ
る
各
佃
樹
に
就
い
て
適
用
さ
れ
る
を
要
し
、

L
か
も
同
様
の
全
操
作
が
一

々
繰
返
へ
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

き
れ
ば
林
業
に
於
げ
る
分
業
の
穂
度
は
、
概
ね
農
業
の
場
合
ご
同
様
に
、
所
謂

季
節
的
生
産
分
業
た
る
に
止
h
、
之
れ
を
夏
に
工
業
岬
労
働
に
於
け
る
が
如
く
に
、
車
純
な
る
部
分
的
労
働
郎
も
、

所
謂
操
作
介
業
に
ま
で
分
割
す
る
こ
ヰ
が
で
き
な
い
。
従
つ

τ叉
、
叫
労
働
に
際
し
て
使
則
き
る
、
古
こ
ろ
の
崎
労
働

設

要E

産
業
と
し
て
の
林
業
白
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要E

第
二
十
回
答

。
日~q

=九

第
大
曲
郡

産
業
と
し
て
由
林
業
の
特
性

要
具
も
、
多
〈
は
所
講
道
具

ω程
度
に
止
つ
一

τ、
後
遁
ず
る
如
〈
、
機
械
を
利
用
し
得
る
範
国
及
程
度
が
極
め
て

小
さ
い
こ
と
も
亦
一
般
農
業
り
場
合
ご
似
て
居
る
日
而
し
て
斯

t
林
業
に
於
て
機
械
の
利
用
が
極
め
て
制
限
さ
れ

る
所
以
は
、
主

ζ
L
て、

そ
の
中
極
的
生
産
過
税
が
有
機
的
遇
税
で
ゐ
る
の
ご
、
従
つ

τ北
(ω
品
川
業
後
蓬
の
可
能

性
向
一
小
な
る
ご
に
由
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
他
術
林
業

ω特
性
そ
の
も
の
に
基
〈
も
の
が
ゐ
る

G

卸
も
、
林
業
が
、
土
地
生
産
業
た
る
闘
係
上
、
之
れ
に
使
用
さ
れ
る
機
械
は
、
之
れ
を
工
業
山
場
令
の
様
仁
始

終
一
定
り
場
所
に
同
定
す
る
を
得
な
レ
で
、
順
衣
仁
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
拙
拙
仁
運
搬
し
た
後
・
初
め
て
使
刈
し
得

る
わ
け
で
ゐ
る
が
、
し
か
も
、
林
地
は
農
地
正
英
っ
て
一
中
坦
拙
は
極
め
て
稀
れ
で
あ
る
か
ら
、
農
業
に
見
る
が
如

き
絶
え
A
V
移
臨
時
せ
し
め
な
が
ら
使
用
す
る
機
械
、

例
へ
ば
耕
転
用
、
掃
利
用
機
械
り
如
き
も
の
は
、
前
倒
以
外

に
は
殆
ど
之
を
用
ふ
る
を
得
な
い
。
亘
仁
、

一
定
附
問
中
一
地
駄
に
据
え
付
け
た
る
ま
ま
使
用
さ
る
る
機
械
に
ゐ

っ
て
も

l
l而
し
て
そ
は
専
ら
生
産
物

ω牧
雄
作
業
に
於
て
利
用
苫
れ
る
の
で
め
る
が
|
|
上
越
り
慌
に
、
林
地

の
地
勢
が
概
ね
平
坦
で
な
く
且
つ
縦
楼
師
肢
が
民
大
で
あ
っ
て
作
業
納
所
が
相
附
っ
て
居
る
閥
係
上
.
機
械
山
移

輔
据
付
に
多
く
山
一
労
費
正
時
間

A

ら
を
裂
し
、
且
つ
之
れ
が
わ
ル
め
に
、
機
械
山
大
吉
正
複
雑
牲
に
於

τ大
な
る
制
限

を
受
〈
る
こ

t
E
な
る
o

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
斯
様
な
機
械
を
刺
一
周
す
る
各
稀
の
作
業
そ
の
も
の
が
、

古
き
に

逃
ペ
口
通
b
‘
自
然
り
季
節
に
支
配
さ
れ
て
居
る
閲
係
上
、
之
に
使
用
さ
る
る
機
械
も
工
業
機
械
の
伐
に
終
年
輩

夜
を
通
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
己
が
で
き
宇
、
年
々
特
定
の
季
節
を
除
い
て
は
、
徒
に
死
戒
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
居

何問問ゴ、農業経商事I23-124Ji
大内武攻正『農業の本質J(枇脅睦研究第ー省第二蹴) 101， 102頁
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る
こ
ご
は
、
農
業
機
械
の
場
合
ご
異
な
る
吉
ニ
ろ
は
無
い
。
こ
れ
等
の
諸
事
情
か
ら
し
て
林
業
に
於
け
る
機
械
の

利
用
の
範
囲
及
程
度
は
小
に
、
主
(
の
飽
率
は
高
か
ら
守
、

か
の
森
林
蹴
道
、
作
業
軌
道
、
答
申
索
道
の
様
な
搬
出

機
関
全
除
い
て
は
、
伐
木
造
材
集
材
の
如
き
牧
穫
作
業
に
機
械
の
使
用
古
る
る
場
合
で
も
、
従
来
的
方
法
に
比
ぺ

τ、
作
業
行
程
上
公
〈
は
経
梼
上
著
L
〈
優
れ
て
居
る
ご
い
ム
を
得
な
い
場
合
が
多
い
ば
か
り
で
な
(
、
林
地
の

地
勢
上
、

か
か
る
機
械
を
使
用
し
難
い
場
合
も
亦
少
〈
は
な
い
の
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
、
林
業
は
一
般
農
業

三
附
じ
〈
機
械
の
利
却
の
機
曾
日
之
し
い
w

産
業
で
め
る
が
、
林
地
が
険
峻
な
の
ど
庚
大
な
の
ご
か
色

Lτ
、
英
川
り

皮
り
農
業
よ
h
ノ
色
一
居
大
で
あ
る
。

k
H
h
団
地
例
、
林
地
の
所
在
が
市
場
よ
h
遠
隔
で
あ
り
且
作
業
而
偵
の
康
大
な

る
闘
係
上
、
生
産
物
の
搬
出
に
闘
し
て
機
械
の
利
則
さ
れ
る
こ
ど
比
較
的
多
〈
且
つ
有
利
な
る
を
鬼
る
の
で
あ

品。
第
二
に
、
林
業
の
生
産
行
程

ω中
枢
を
な
せ
る
も
の
が
有
機
的
遇
税
で
あ
る
£
い
よ
事
貨
が
林
業
を
し
て
か
の

一
般
農
業
ご
共
仁
資
本
粗
放
王
子
品
特
性
を
有
ゼ

L
め
る
こ
ご
は
前
節
仰
は
じ
め
に
於
て
も
一
言
l
た
る
ご
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
資
本
正
調
ふ
の
は
、
所
開
花
経
済
上
の
帥
営
利
資
本
で
は
な
(
し
て
、
岡
民
経
抑
制
上
の
生

産
の
昆
地
よ
'bJ
見
た
る
資
本
、
郎
ち
生
産
資
本
を
意
味
し
、
林
業
仁
ゐ
つ
て
は
其
の
主
な
る
も
り
は
、
建
物
器
具

機
械
及
交
通
蓮
搬
設
備
で
ゐ
る
。
林
地
の
如
き
は
、
農
地
の
場
合
ぜ
漣
つ

τ、
前
通
て
た
様
じ
、
人
力
に
よ
っ
て

設

O 

E 

!L 

苑

産
業
・
と
し
て
の
林
業
山
林
性

第
二
寸
凹
世

第
大
腕

制

持 ¥V.Schi配 a.a. O. S. 448-449 

村本誌前々概拙文一四二頁乃至・問凹頁

.‘司.

， . .，. # 



r 

設

産
業
と
し
て
由
林
業
の
粘
性

第
二
寸
回
巷

第
六
時
世

九
回

一O
三
大

苑

改
良
さ
れ
る
こ
己
の
殆
ど
無
い
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
・
反
っ
て
不
合
理
な
る
取
扱
ひ
|
|
就
中
、
植
物

性
地
被
を
絶
え
十
掠
奪
す
る
こ
ど
ー
ー
に
よ
っ
て
、
天
然
の
沃
度
を
害
せ
ら
る
る
場
合
も
稀
れ
で
な
い
か
ら
、
こ

れ
は
純
粋
に
所
調
生
産
の
三
要
素
中
の
自
然
の

一
部
で
あ
っ
て
、

殆
ど
何
等
の
資
本
性
を
も
帯
び

τ居
な

に

又

採
取
さ
れ
た
械
子
・
養
成
品
れ
た
苗
木
の
如
き
も
の
は
、
こ
れ
が
獲
得
叉
は
養
成
に
際
し
て
労
働
を
費
L
た
る

こ
正
に
よ
っ
て
資
本
位
を
獲
得
す
る
こ
己
正
成
る
理
で
は
ゐ
る
が
、
そ
の
生
成
が
主
正
し
て
自
然
の
働
き
に
よ
っ

て
成
h
、
人
附
の
峠
労
働
仁
待
つ
こ
ピ
の
少
い
古
い
ふ
事
貨
は
、
こ
れ
等
の
も

ω4
の
資
本
性
を
稀
薄
な
ら
し
め
る
。

放
に
、
林
業
に
於

τ疑
も
な
〈
生
産
資
本
正
名
づ
〈
可
き
も
の
は
上
越
山
諸
物
件
で
め
る
が
、
就
中
機
械
仁
つ
い

て
は
、
前
通
し
党
様
に
林
業
に
於
け
る
利
用

ω程
度
は
極
め
て
小
で
あ

b
、
建
物
及
交
通
運
搬
設
備
の
如
き
は
、

林
業

ω中
極
的
生
産
過
耗
に
は
直
接
多
興
せ
ゴ
る
も
の
で
ゐ
る
が
ら
、
林
業
生
産
の
育
成
的
生
産
行
程
に
於
げ
る

資
本
組
放
の
度
は
、

工
業
は
勿
論
、

一
般
農
業
に
比
ぺ

τも
、
極
め
て
大
き
い
ピ
一
お
は
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
る
「
い
今
、
資
本
ご
い
ふ
諾
を
康
〈
生
産
手
段
(
旋
義

ω資
本
財
)

の
義
に
解
す
る
ピ
き
は
、
事
情
は
一
段
し

て
、
林
業
は
極
め
て
資
本
集
約
な
る
産
業
己
な
る
。
り
に
し
此
の
場
合
に
は
資
本
郎
も
生
産
手
段
中
に
は
上
認
の

生
産
資
本
以
外
，
林
地
及
び
後
述
す
る
如
〈
漣
年
作
業
の
場
合
仁
は
林
木
蓄
積
も
赤
算
入
さ
れ
此
等
の
生
産
手

段
の
総

τが
帥
労
働
に
封
比
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
か
ら

上
越
せ
る
ご
こ
ろ
の
柚
労
働
粗
放
な
る
事
貨
は
直
も
に
他
面

資
本
集
約
を
意
味
す
る
こ
ご
古
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
此
等
の
関
係
を
以
下
に
少
し
〈
詳
設
す
れ

Endn:es，ュ a.O. S. 3~ 
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一
般
に
林
業
に
於
て
は
・
共
の
生
産
に
大
面
積
の
土
地
を
要
す
る
こ
正
か
ら
し
て
、
所
調
隔
年
作
業
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、

た
ご
ひ
、
生
産
開
始
の
賞
初
純
子
又
は
苗
木
の
形
に
於

τ生
産
に
投
壱
ら
る
る
資
本
財
は
著
し
〈

な

ν
に
し
て
も
、
他
方
生
産
行
程
中
に
要
す
る
勢
働
も
亦
上
越
の
如
〈
比
駿
的
僅
少
で
足
る
の
で
あ
る
か
巳
之
れ

を
生
産
面
積
に
劃
比
す
る
正
き
は
、

一
般
農
業
の
如
き
比
較
的
小
商
積
仁
多
量
の
労
働
を
使
用
す
る
も
の
に
比

し
、
著
し
〈
資
本
集
約
な
る
も
の
ご
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
夏
じ
か
の
凋
立
せ
る
経
替
健
£

L
τ
の
林
業
に
正
行

て
最
も
合
理
的
な
作
業
方
訟
で
ゐ
る
ど
こ
ろ
の
連
年
作
業
法
を
採
る
林
業
経
替
に
至
つ
て
は
、
殊
に
某
の
正
常
蚊

態

ωも
の
に
あ
っ

τは
、
前
逃
せ
る
如
く
作
業
の
性
質
上
、

か
の
輪
伐
期

ω示
す
年
齢
凱
ご
同
数
で
北
(
の
各
々
的
大

き
略
々
相
等
し
い
多
数
林
地
の
存
在
を
必
要
ピ
す
る
の
み
な
ら
宇
夏
に
そ
れ
等
の
林
地
の
上
に
は
、
そ
れ
ん
¥
、

か
の
植
栽
年
次
か
ら
伐
採
年
衣
に
至
る
ま
で
の
内
約
何
れ
か
の
樹
齢
を
有
す
る
林
木
が
、

そ
の
年
次
に
熔
じ
た
直

常
な
生
長
叫
肌
態
を
保
っ
て
生
立
し

τ居
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
郎
も
牧
穫

ω越
年
保
縦
を
期
す
る
が
柏
崎
め
に
は
、

新
〈
多
数
の
林
地

Z
E大
な
る
林
木
蓄
積
子
炉
』
要
す
る
。
而
し
で
か
か
る
林
木
蓄
積
は
、
一
冗
来
、

一
定
同
域

μ
於

け
る
樹
木
の
漣
年
生
長
量
の
多
年
の
堆
積
に
よ
っ
て
初
め
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
連
年
作
業
に
於
り
る

年
々
の
現
貨
の
材
木
牧
穫
は
、
斯
様
な
林
木
蓄
積
中
か
ら
、
其
の
牧
穫
年
次
に
於
り
る
最
も
老
齢
な
林
分
の
伐
採

に
よ
っ
て
採
牧
苫
れ
る
の
で
あ
る
ご
岡
崎
に
、
こ
れ
仁
劃
し
て
は
翌
年
度
の
林
木
生
長
に
よ
っ
て
絶
え
守
新
に
補

充
さ
れ
て
行
〈
の
で
ゐ
る
。
従
て
林
木
蓄
積
は
並
一

ω生
産
行
程
上
の
性
質
か
ら
云
は
ば
、
共
は
寧
ん
宇
製
品
の
巨

設

苑

産
業
主

L
て
由
林
業
の
特
性
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苑

盛
業
と
し
て
の
林
業
自
特
性

第
三
十
四
巻

-
O
三
凡

第
六
続

L
ミ

ザノ
J

ノ

大
な
る
集
積
正
も
云
は
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、

之
を
会
館
正
し
て
概
察
す
る
Z
-き
は
、
漣
年
作
業
に
あ
っ
て

は
、
其
は
林
地
ご
合
し
て
、

機
械
的
生
産
に
於
付
る
機
械
の
地
位
を
占
め
固
定
資
本
山
一
性
質
金
帯
び
、

年
々
航
栽

さ
れ
る
古
木
久
は
幌
市
浦
さ
れ
る
純
子
は
、

同
じ
〈
原
料
の
地
位
を
占
め
る
・
』
正
三
な
る
o

従
っ
て
建
年
作
業
を
ご

る
林
業
に
あ
っ

τは
、
回
定
資
本
り
大
部
分
・
原
料
1
A
生
誕
陀
物
が
尚
一
質
料
の
も
の
で
あ
る
さ
云
ム
一
特
徴
を
有

す
る
こ
Z
Z
な
る
の
で
ゐ
る
が
刊
か
〈
の
如
〈
、
其
の
終
盤
百
上
底
大
な
生
産
面
積
の
外
に

E
額

ω林
水
資
本
の
困

定
を
必
要
正
す
る
こ
ご
は
漣
年
作
業
法
を
執
る
林
業
を
し

τ非
常
に
資
本
集
約
た
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。

第
一
一
一
に
、
林
業
生
産
の
長
期
を
要

T
る
こ
ご
ざ
大
而
績
を
要
す
る
こ

Z
Z
は
相
倹
っ
て
、

お
の
づ
か
ら
、
経
笹

規
模
の
成
大
正
一
千
点
林
業
縦
笹
形
態
上
の
一
特
徴
を
生
す
る
。
元
来
林
業

ω生
産
物
た
る
木
材

ω傾
椅
は
、

そ
の

一
伐
抹
而
積
よ
り
相
常
額
的
枚
入
を
得
る
が
た
め
に
は
、
勢

ひ
そ

ω伐
採
材
肢
を
相
常
多
量
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
前
述

ω如
〈
叫
之
れ
を
産
出
す
る
各
樹
木
山
生
立

容
積

ω大
な
る
割
合
に
低
廉
な
h
の
で
あ
る
か
ら
、

に
要
す
る
面
杭
が
一
般
農
業
作
物
の
そ
れ
に
比
ぺ
て
頗
る
大
で
あ
る
か
ら
、
相
常
額

ω枚
入
、
従
っ
て
叉
相
官
量

の
伐
採
材
班
を
あ
げ
る
が
た
め
に
は
、
伐
採
面
積
を
し
て
干

一
般
農
業
に
於
り
る
生
産
商
杭
が
如
、
吉
に
比
ぺ
て
蓬

か
に
大
な
ら

L
む
る
を
要
す
る
。
況
ん
や
育
成
的
林
業

ω最
も
合
四
時
的
な
る
作
業
形
態
た
る
連
年
作
業
に
あ
っ
て

は
前
週

ω通
旬
、
連
年

ω牧
穫
を
保
鋭
す
る
が
た
め
に
は
伐
採
齢
(
輪
伐
期
)
正
同
教
の
林
分
の
存
在
を
必
要
ピ
す

持 Schwappa.ch.n. n. O. S. J3-f4. 
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る
か
ら
、
牧
穫
の
漣
年
保
績
に
要
す
る
商
積
は
真
に
前
者
の
数
十
倍
乃
至
百
数
十
倍
に
上
る
べ
き
理
で
ゐ
る
。
そ

れ
ば
か

h
で
な
〈
、
林
業
の
経
倍
に
際
し

τは
、
作
業
を
指
揮
す
る
た
め
に
技
術
的
知
識
を
具
ふ
る
定
員
を
使
用

す
る
を
要
す
る
ニ
正
は
前
越
の
如

C
で
ゐ
る
が
、

こ
の
東
員
の
鋒
務
た
る
や
.
か
な
ム
リ
庚
大
な
面
積
に
於
亡
の
み

充
分
に
之
れ
を
利
用
し
得
る
の
で
あ
h
、
共
の
他
、
運
搬
設
備
、
取
引
関
係
等
に
付
い
て
も
、
経
済
上
有
利
な
結

果
を
車
中
げ
ん
が
た
め
に
は
或
程
度
以
上
の
大
量
生
産
を
前
提
ご
す
る
。
向
又
、
諸
積
の
技
術
上
の
闘
係
、
例
へ

ば
、
諸
舗
の
危
害
(
風
害
火
災
最
寄
)
に
謝
す
る
防
禦
手
段
ご
し
て
、
大
商
積
に
亘
っ
て
一
斉
に
皆
伐
す
る
を
避
け

各
所
に
相
隔
て

τ伐
採
筒
所
を
選
岨
押
す
る
が
銭
め
に
所
諦
伐
採
列
匝
を
議
h
得
る
ニ
正
、
多
〈
の
年
放
を
必
要
正

す
る
天
然
粟
新
を
施
行
し
得
る
こ
言
、
火
災
に
謝
す
る
自
家
保
険
を
な
し
得
る
こ
吉
、
過
小
林
分
の
交
叉
錯
雑
に

よ
る
作
業
及
管
理
上
の
不
便
不
利
を
避
り
得
る
こ
吉
な
ど
の
樋
々
の
貼
か
ら
し
て
も
、
林
業
経
俸
に
Z
つ
て
は
・

大
規
模
経
営
の
方
が
小
規
棋
経
楼
よ
h
も
遊
に
勝
れ

τ居
る
の
で
あ
る
。

向
又
林
業
が
元
来
労
働
粗
放
で
あ
っ

τ、
且
つ
沃
度
闘
係
に
於
て
す
ら
立
地
の
先
天
的
賦
般
に
束
縛
4
0

れ
て
局

る
正
一
五
ふ
こ
ピ
か
ら
し
て
、
林
業
に
於
て
は
、

一
般
農
業
の
場
合
古
臭
h
、
か
の
粗
放
的
な
大
規
模
経
倍
よ
り

も
反
ウ
て
集
約
的
な
小
規
模
経
替
に
よ
っ

τ大
な
る
純
股
盆
を
皐
げ
得
る
ご
云
ふ
こ
正
の
可
能
M
置
が
乏
し
い
Y

ピ一再

よ
事
貸
も
、
消
極
的
で
は
あ
る
が
其
の
大
規
模
経
俸
に
越
す
る
こ
ご
を
示
し
て
居
る
。

斯
〈
の
如
〈
、
林
業
に
於
て
は
、

一
般
農
業
に
於
り
る
芭
臭
っ
て
、
専
ら
大
規
模
経
俸
を
趨
蛍
ご
し
て
居
る

詫

苑

産
業
と
し
て
O
梓
議
。
特
性

第
二
十
四
巻

一

o=一九

第
六
騨

九
七
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苑

産
業
と
し
て
り
林
業
自
特
性

第
二
十
四
巻

第
六
蛾

丸
λ 

一ロ四
O

が
、
等
し
〈
之
れ
を
遁
賞
ご
し
て
は
居
て
も
、
其
の
原
因
は
、
工
業
に
於
け
る
E
大
に
周
到
っ
て
居
る
o

卸
も
、
港

時
工
業
に
於
て
大
規
模
魁
笹
を
命
-q
有
利
な
ら
し
め
て
居
る
原
因
は
主
ご
し
て
分
業
ご
機
械
正
の
後
這
に
出
づ
る

も

ωで
あ
る
が
、
林
業
に
於
て
は
、
之
れ
に
反
し
生
産
物
及
生
産
手
段
の
自
然
的
性
質
吉
、
生
達
物
の
痕
格
が
其

の
容
積
の
割
合
に
低
廉
で
あ
る
正
一
五
ふ
事
寅
に
碁
叩
て
居
る

-

M

ピ
之
れ
で
あ
る
。

四

第
四
に
、
林
業
の
生
産
に
長
年
月
を
要
す
る
ニ
芭
は
、
流
動
資
本
の
廻
縛
速
度
を
極
め
て
緩
漫
な
ら
し
む
る
ニ

ご
仁
よ
・
9
、
又
は
五
額
の
資
本
の
固
定
を
必
要
ご
す
る
こ
正
に
よ
っ
て
林
業
の
牧
利
牲
を
制
限
す
る
o

林
業
経
替
形
態
中
、
或
る
一
定
年
度
毎
に
牧
穫
を
奉
「
る
隔
年
作
業
に
於
て
は
、
其
の
生
産
に
長
年
月
を
要
す

る
の
結
果
、
今
、

間
伐
に
よ
る
枚
盆
を
暫
〈
除
外
観
す
れ
ば
、
生
産
開
始
の
鴬
初
投
入
し
た
流
動
資
本
は
、
(
勿

論
、
林
水
成
長
の
形
仁
於
て
抽
出
刺
的
仁
一
増
殖
し
て
で
は
ゐ
る
が
)
数
十
年
乃
至
百
数
十
年
後
に
於

τ品
川
め
て
岡
牧

3
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

之
れ
を
商
工
業
の
如
話
、
資
本
の
回
鱒
速
度
の
極
め
て
迅
速
な
る
も

ω
に
比
べ
て
は
勿

論

か
の
通
例
一
年
一
回
の
資
本
回
穂
を
な
す
一
般
農
業
に
比
岐
し
て
も
格
段
の
差
が
あ
る
、
従
っ
て
資
本

ω吹

盆
カ
は
著
し
く
損
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
又
、
連
年
作
業
を
採
れ
ば
、
流
動
資
本
の
回
稗
議
皮
は
一
般
農
業
の
如

〈
年
一
回
の
回
轄
を
す
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
利
盆
は
、
他
方
林
水
蓄
積
ご
い
ふ
巨
額
の
資
本
の
回
定
に
よ
っ
て
相

殺
さ
る
る
二
Z
E
な
る
。
こ
の
商
事
寅
は
林
業
の
牧
利
性
を
制
限
す
る
主
要
原
因
の
一
つ
を
な
す
の
で
あ
る
。

1町appes，Grundlegung. Gliederung u nd Methode der F orstwissenschaft 
(Lorey's IVmdbuch 4. Au丹 1924.]. Bd.) S. 15 • 
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は
、
更
に
、
林
業
生
産

ω
市
場
に
謝
す
る
迫
感
性
を
小
な
ら
し
め
る
。
け
に
し
、

か
の
工
業
に
ゐ
つ
て
は
、

生

亙

第
五
に
、
林
業
の
生
産
が
長
年
月
を
要
す
る
有
機
的
過
程
で
あ
る
Z
い
ふ
林
業
生
産
技
術
上
の
根
本
的
性
質

産
行
程
は
極
め
て
短
時
日
の
内
に
終
了
し
、
農
業
の
如
、
き
も
通
例
は
一
ゲ
年
毎
に
之
れ
を
完
了
す
る
c

従
っ
て
、

た
ご
ひ
純
比
百
上
常
初

ω計
査
が
不
泡
蛍
な
ζ

ご
を
後
見
し
た
ご
し
て
も
、
生
産
行
程
の
鯵
ー
を
待
っ
て
之
れ
を
根

本
的
に
盛
夏
L
得
る
か
ら
、

主

(ω
場
合
生
産
物
を
犠
牲
に
す
る
必
要
は
す
〈
な
い
。

し
か
る
に
林
業
に
於
ー
は
、

一
生
産
行
税
に
数
十
年
乃
至
肖
数
十
年
の
長
年
月
を
要
し
、
し
か
も
其
の
生
産
の
性
質
が
、
絶
品
割
的
語
紙
牲
を
帯

ぷ
る
ふ
伺
機
的
過
程
で
ゐ
る
か
ら
、
も
し
曾
初
の
計
書
の
不
通
貨
な
こ
ど
が
畿
見
さ
れ
た
場
合
之
れ
を
生
産
行
税

ω一
進
行
中
に
於

τ喪
具
し
ゃ
う
ご
し
℃
色
、

ゐ
る
程
度
ま
で
(
例
へ
ば
、
作
業
桶
・
輪
伐
期
の
極
東
)
は
改
訂
し
得

る
が
、
生
産
中
の
貨
物
を
犠
牲
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
之
れ
を
根
本
的
に
は
鐙
延
す
る
を
得
な
い
。
例
へ
ば
、

脱

施

A
F
業
と
し
亡
山
林
業
心
特
刊

第
一
一
十
四
容

O 
凶

第

鵠

7し
九

或
る
樹
叩
刊
の
詑
林
後
の
後
背
が
極
め

τ不
良
で
め
っ
た
り
、
若
〈
は
其
れ
か
ら
生
産
古
る
、
木
材
が
鰐
来
の
市
場

関
係
に
於

τ
板
め
て
不
利
な
こ
己
が
後
見
さ
れ
た
ご

L
て
も
、

か
か
る
不
通
嘗
な
林
木
を
伐
採
除
却
す
る
の
で

な
け
れ
ば
・
芸
能
畿
に
は
根
本
的
な
経
頁
を
加
へ
る
こ
正
は
で
き
な
い
九

然
る
仁
、
新
か
る
生
育
途
中
の
林
木
は
、
之
れ
を
伐
採
貰
却

L
ゃ
う
正

L
て
も
、
叫
胃
袋
を
要
す
る
の
み
で
、
牧

穫
物
は
経
済
上
殆

r」
無
伺
値
な
場
人
口
が
多
(
.
従
っ
て
、
生
産
開
始
の
嘗
初
か
ら
経
費
捷
一
見
の
際
ま
で
に
費
し
た

" .... 
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設

苑

C 
1m 

仁j

O 

産
業
主
L
て
山
林
業
の
特
性

第
二
十
四
巻

第
六
韓

持
費
を
会
〈
犠
牲
に
す
る

ωで
な
け
れ
ば
、
根
本
的
な
岡
阿
倍
の
縫
夏
は
な
し
得
な
い
こ
t
t
な
る
o

従
っ
て
、
か

の
生
産
の
鯵
了
を
待
た
す
に
途
中
之
を
中
止
盤
一
見
す
る
が
潟
に
拍
車
る
ご
ζ

ゐ
の
損
失
の
大
き
い
こ
正
か
ら
‘
右
の

様
な
経
済
界
の
要
求
じ
迎
合
し
な
い
経
傍
形
態
を
も
、

や
む
を
得
十
、
其
の
生
産
期
聞
の
終
了
ま
で
継
縞
せ
ね

ば
な
ら
な

ν
絞
な
不
利
が
あ
る
。
従
つ

τ叉
連
年
作
業
訟
を
ぜ
る
林
業
に
ゐ
つ
て
は
、
経
蛸
唱
を
費
百
島
し
終
る
に

は
、
殆
Y
一
伐
採
齢
に
等
し
き
年
月
を
費
す
を
要
す
る
様
な
場
合
も
生
宇
る
の
で
ゐ
る
o

農
業
に
於

τは
、
果
樹
栽

位
唱
の
様
な
、
樹
林
業
の
其
れ
に
顔
し
た
場
合
も
め
る

4
3』

U
あ
る
が
、
上
池

L
た
通
-
h
J

、
概
ね
、
年
々
の
生
産
移

了
ご
共
に
経
畿
の
強
兎
を
な
し
得
る
し
、

工
業
に
於
て
も
、
或
る
生
産
に
使
用
す
る
機
械
に
豆
額
の
支
出
を
投
じ

た
後
間
も
州
知
〈
新
た
な
後
明
又
は
改
良
の
た
め
右
の
機
械
が
筈
式
ご
な
っ
た
様
な
場
合
に
於
一
ー
は
、
林
業
の
其
れ

に
類
し
て
、
採
算
上
其
的
経
倍
形
態

ω
縫
克
が
稿
路
叫
附
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
通
例
は
経
務
上
の
磁
動
に
臆
じ

て
容
易
に
共
の
経
笹
形
態
の
改
畿
を
匁

L
得
ら
る
、
に
反
し
、
林
業
に
於
て
は
・
上
越
の
理
由
か
ら
、
生
産
開
始

以
後
の
長
年
月
に
亘
る
労
捜
を
犠
牲
に
す
る
か
、

き
も
な
〈
ば
、

一
生
産
行
税
に
要
す
る
数
十
年
乃
至
百
数
十
年

の
長
年
月
を
経
た
後
で
な
〈
て
は
純
畿
の
根
本
的
建
艮
を
潟
L
得
匂
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、
此
鮪
に
於
て
、
市
場
に

劃
す
る
池
廊
牲
は
、
他
の
産
業
に
比
ぺ
て
頗
る
小
古
い
も
の
芭
一
五
は
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
肘

究
に
生
産
数
量
上
の
隅
係
に
於
り
る
市
場
迫
感
性
に
付

ντ
考
ふ
る
に
、
林
業
生
産
が
有
機
的
過
程
で
あ
る
性

質
上
、
英
の
生
産
過
程
の
初
期
又
は
途
中
に
あ
る
も
の
に
付

τは
、
市
場
需
要
の
盤
動
に
臆
じ
之
れ
が
生
産
を
急
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退
完
成
せ

L
め

τ以
て
需
要
仁
路
中
る
ビ
云
ふ
が
如
き
こ
正
は
、

工
業
製
品
の
如
き
ピ
異
っ
て
、
会
〈
望
み
待
ら

れ
な
い
ζ

ピ
で
あ
る
o

但
L
他
方
に
於

τ.
其
的
生
産
的
終
期
に
近
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
元
来
自
然
的
成
熟
期

の
存
在
せ

5
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
経
済
界
の
形
勢
に
鑑
み
て
随
時
に
之
れ
を
牧
穫
と
毘
却
す
る
こ
ご
が
で
き
、

上
逃
の
制
限
を
緩
和
す
る
働
き
を
す
る
慌
で
は
あ
る
が
、
林
業
の
如
き
長
期

ω生
産
期
聞
を
要
し
永
縦
性
を
有
す

る
産
業
に
あ
っ
て
は
、
識
的
迷
き
鴨
川
家
を
慮
っ
て
編
成
品
れ
た
る
周
到
な
施
業
計
査
に
従
っ
て
絞
倍
し
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
市
場
好
品
凪
ん
篠
山
時
俄
に
企
業
し
不
最
気
Z
共
に
中
止
す
る
正
一
お
ふ
や
う
な
事
を
許
さ
な
い
の

は
勿
論
、

一
時
に
過
多
の
林
木
を
伐
採
す
る
こ
ご
は
、
や
が
て
施
業
計
査
を
破
h
、
事
業
的
保
紛
牲
を
害
し
、
指

京
市

ω股
品
情
性
を
損
ム
ニ
ピ
大
な
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
酷
に
於
り
る
市
場
に
劃
す
る
通
路
性
も
頗
る
限
ら
れ

た
も
の
己
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

党
ャ
し
弦
に
注
意
す
ぺ
き
こ
ご
は
、
林
業
生
産
に
自
然
的
成
熟
期
な
る
も
の
が

存
せ
十
且
つ
生
産
物
去
の
も
の
が
一
般
農
産
物
に
比
べ
て
保
存
性
に
富
む
給
刑
事
ピ
し
て
、
も
し
市
場
不
最
配
地
に
際

合
し
た
場
合
、
枚
入
の
一
時
的
減
少
を
忍
び
得
る
に
於

τは
ゐ
る
程
度
ま
で
は
一
時
伐
採
を
延
期
し
又
は
伐
採
而

積
を
減
少

L
・
戒
は
た
ど
ひ
之
れ
を
伐
採
し
て
も
貯
材
場
内
に
之
れ
を
貯
へ
泣
き
、
近
き
崎
前
来
に
於
り
る
好
景
気

の
到
来
を
侯
も
E
牧
稜
乃
至
成
分
L
得
る
こ
ど
之
れ
で
ゐ
る
。

之
れ
を
要
す
る
に
、
林
業
生
産
の
市
場
に
劃
す
る
遁
肱
性
に
付

τは
、
之
れ
を
一
一
般
農
業
乃
歪
工
業
に
比
べ
て

或
る
程
度

ω消
極
的
趨
雌
性
は
有
す
る
が
、
そ
の
積
括
的
油
聴
性
は
、
経
管
形
態
上
及
生
産
過
程
上
、

ご
も
に
頗

γ 

設

苑

産
業
主
じ
て
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性
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説

苑

産
業
と
し
て
の
林
業
自
特
性

第
二
十
回
毎

一O
阿
凹

第
六
雄

仁〉

る
小
な
る
も
の
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六

第
六
に
、
林
業
経
畿
の
一
一
特
性
正
し
て
血
中
ぐ
〈
き
は
そ
の
安
全
確
質
性
で
あ
る
。

先
づ
美
的
生
産
物
に
つ

ν
て
考
へ
る
正
、

比戸

ω質
料
的
性
質
か
ら
来
る
安
全
性
に
う
か
て
は
周
知
の
事
貨
で
ゐ

る
か
ら

こ
、
に
逃
ぷ
る
ま
で
も
な
い
が
、

た

r
一
言
す
べ
き
こ
さ
は
、

木
材
が
、

管
に
其
の
採
取
後
の
運
搬
及

貯
戒
上
に
於
て
頗
る
安
全
な
ば
h
r
'
り
で
な
(
、
農
産
物
の
慌
に
自
然
的
牧
穫
期
全
有
し
な
い
関
係
上
、

一
定
の
時

日
内
に
牧
穫
を
了
へ
ね
ば
な
ら
な
い
記
云
ム
制
限
が
な
く
、
従
っ
て
牧
穫

ω期
を
逸
L
た
が
た
め
亀
一
産
の
結
旧
棋
を

滅
却
す
る
ご
云
ム
誕
の
な
い
二
正
之
れ
で
あ
る
。
而
L
t
叉
其
の
水
質
が
野
生
樹
純
の
樹
惟
構
成
物
質
た
る
関
係

上
、
農
作
物
の
如
主
人
銭
的
培
養
物
記
異
b

天
然
上
の
危
害
に
謝
す
る
抵
抗
力
は
比
較
的
大
で
あ
る
か
ら
‘
農

耕
に
於
り
る
不
作
ピ
一
同
ふ
様
な
現
象
は
起
ら
な
い

1

の
で
ゐ
品
。

兎
に
、
其
の
生
産
手
段
た
る
林
地
H
A
林
木
資
本
に
う
い
て
考
ふ
る
に
、
林
地
は
農
地
の
如
く
終
年
露
出
し
居
る

こ
正
は
無
〈
林
木
の
存
在
に
よ
っ
て
お
の
づ
か
ら
保
護
き
れ
て
居
る
、
従
っ
て
農
地
に
見
る
が
如
、
き
出
水
氾
慌
の

害
以
稀
れ
で
ゐ
ウ

τ、
た
に
林
水
慌
伐
の
結
巣
芭
し
て
山
地
の
露
出
し
崩
壊
司
る
が
如
き
こ
己
は
間
々
あ
る
が
、

そ
の
面
積
は
さ
ほ
ど
大
で
な
い
許
h
で
な
〈
盲
そ
の
原
因
た
る
人
潟
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
〈
又
人

潟
に
よ
っ

τ之
を
藤
防

L
得
る
の
で
ゐ
る
o

林
業
中
最
も
危
険
多
い
の
は
林
木
資
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
亦
農
作

-、

-' .... 
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物
仁
比
し
世
田
仁
安
全
で
あ

h
、
各
穏
の
災
害
(
資
伐
、
虫
害
、
風
害
、
火
災
等
)
に
よ
っ
て
林
木
資
本
が
皆
無
に
師

す
る
吉
一
広
ふ
が
如
、
き
事
は
殆
ど
無
い
ば
か

b
で
な
〈

一
般
に
周
到
な
る
保
護
、
取
締
に
よ
h
、
就
中
虫
害
風
害

の
如
き
は
誼
嘗
な
樹
摘
の
混
植
、
伐
採
列
匝
の
設
置
等
碕
々
の
方
法
に
よ
っ
て
之
れ
宇
遊
げ
得
る
こ
ご
が
多
い
の

で
あ
る
。
た

r災
害
の
中
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
火
災
で
あ
る
が
、
こ
れ
E
て
も
み
{
森
林
を
烏
有
に
飾
せ
し
む
る
が

如
き
は
稀
れ
で
あ
っ
て
、
被
害
林
木

ω
伐
採
期
に
近

ν
も
の
は
概
ね
直
ち
に
伐
採
利
用
し
得
ら
れ
る
し
‘
幼
齢
林

に
あ
っ

τは
其
の
被
害
額
も
未
に
さ
殺
大
で
は
な
い
。
又
、
林
業
は
大
規
模
踏
畿
を
原
則
正
す
る
か
ら
、
多
(
の

場
合
、
自
家
保
険
の
手
段
も
採
h
得
る
の
で
ゐ
h
、
真
に
中
小
林
業
の
経
替
者
の
縛
め
に
は
、
森
林
火
災
保
険
の

制
度
も
固
に
よ
っ
て
は
存
在
し
て
居
る
。

克
に
企
業
上
に
於
け
る
危
険
に
付
い
て
考
ふ
る
に
、
林
業
は
其
の
本
質
上
、
永
久
保
縦
的
に
経
鋒
き
る
ぺ
き
も

の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
永
久
的
な
施
業
計
査
を
立
て
之
を
忠
貨
に
賞
行
す
る
ニ
正
に
よ
っ
て
、

-
お
の
づ
か
ら
艦

替
の
目
的
は
逃
せ
ら
れ
、
か
の
一
般
農
業
に
見
る
が
如
き
生
産
結
果
の
不
権
質
性
を
有
し
な
い
、
又
・
生
産
物
の

市
場
関
係
に
付
い
て
も
、
き
き
に
識
ぺ
た
る
如
き
生
産
物
の
性
質
正
、
林
業
生
産
の
或
程
度
の
市
場
組
臆
性
己
に

基
車
、
農
作
物
工
業
製
品
に
見
る
が
如
き
債
格
の
急
激
な
麓
動
は
生
じ
な
い
。
従
っ
て
林
業
経
叫
営
者
は
、
商
工
業

に
於
り
る
が
如
き
企
業
家
的
才
飽
を
必
要
正
せ
や
叉
之
を
揮
ふ
機
曾
も
乏
し
い
。
従
っ
て
之
に
件
ム
失
敗
の
世
間
も

す
〈
な
い
o

従
っ
て
林
業
は
、
総
て
の
産
業
を
通
じ
最
も
安
金
確
貨
な
も
の
の
一
つ
だ
古
云
ひ
得
ら
れ
る
o

一O
四
五

第
ニ
十
四
巻

第
六
都

一O
=
一

段

苑

産
業
ー
と
し
て
の
林
業
白
特
性
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詑

苑

産
業
と
し
て
の
林
業
由
特
性

第
一
一
十
四
血
管

一O
H
六

第
，、
観

O 
四

セ

生
産
技
術
上
の
根
本
的
諸
性
質
に
よ
ワ
て
制
約
さ
れ
る
林
業
の
特
性
の
一
つ
ぜ
し
て
最
後
に
奉
「
べ
き
も
の

は
、
林
業
ゆ
企
業
形
態
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ

τ.
此
関
係
に
於
て
は
、
林
業
は
殆
ど
、
車
凋
企
業
就
中
、
土
地

所
有
者
の
自
家
企
業
に
限
ら
る
る
を
共
の
特
徴
ご
す
る
o

林
業
中
、
共
の
性
質
の
採
鎖
業
に
似
に
純
採
取
的
の
林
業
争
除
い
て
は
、
粧
品
宮
の
永
縦
性
t
云
ふ
事
が
林
業
の

一
特
徴
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
一
時
的
に

E
額
の
利
盆
を
獲
得
し
ゃ
う
正

f
る
よ
h
も
、
む
L
ろ
、
年
々
確
貨
に
相

嘗
の
利
盆
を
牧
骨
、
之
れ
を
永
久
に
保
衡
す
る

-
E」
が
其
の
目
的
正
な
る
。
而
L
て
之
れ
が
矯
め
に
は
、
珠
め
周

到
な
施
業
計
査
を
立

τ、
之
れ
に
基
い
て
事
業
を
一
賀
行
し
、

ぞ
の
実
行
の
結
果
及
四
閣
の
獄
況
の
推
移
に
伶
ふ
て

成
品
一
定
年
度
毎
に
検
訂
は
加
へ
つ
つ
も
・
斯
か
る
永
縦
性
を
有
す
る
施
業
計
選
去
の
も
の
は
忠
貨
に
遵
守
す
る

を
要
す
る
こ
正
吉
な
る
。
然
る
に
、
一
具
に
之
が
錦
め
に
は
企
業
者
の
意
思
が
確
定
永
繍
し
て
、
斯
か
る
施
業
計
責

を
保
持
し
賀
行
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
・

か

ω多
政
意
思
の
合
致
を
前
提
ご
す
る
共
同
企
業
に

あ
っ

τは
、
そ
は
、
林
業

ω
一
特
徴
で
め
る
大
規
模
経
畿
の
動
か
ら
見
れ
ば
頗
る
通
嘗
な
形
式
で
は
あ
る
が
、
林

業
的
他
の
特
徴
で
め
る
永
縦
性
の
貼
か
ら
見
れ
ば
、
企
業
嘗
初
、
意
思
の
合
致
は
あ
っ
て
も
、
其
後
長
年
月
の
問

に
は
共
同
企
業
者

ω各
自
の
境
過
に
稲
々
の
綾
化
を
生
す
る
ご
共
に
、
其
の
利
害
関
係
、
事
業
に
劃
す
る
興
味
等

仁
も
襲
化
を
来
し
、
(
嘗
事
者
が
死
C
L後
総
者
之
れ
仁
代
る
場
合
に
於
て
殊
に
然
h
で
あ
る
)
錦
め
に
、
嘗
初
の

.... 

，'.・4
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意
思
の
合
致
を
織
続
L
難
い
こ
己
ご
な
る
。
而
し
て
此
場
合
、
企
業
形
態
が
、
組
合
又
は
合
名
曾
枇

ω様
な
人
的

共
同
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
企
業
者
の
共
同
企
業
に
劃
す
る
加
入
脆
逃
が
困
難
で
あ
る
炉
ら
、
結

局
共
同
企
業
そ
の
も
の
が
被
援
苫
れ
る
-

M

正
ぜ
な
る
農
が
あ
る
o

又
、
株
式
曾
枇
の
様
な
純
資
本
共
同
に
あ
っ

τ

は
、
企
業
者
の
加
入
股
込
に
闘
し
て
は
頗
る
促
利
で
は
あ
る
が
・
林
業
仁
は
、
集
約
的
な
勢
資
の
投
入
に
よ
っ
て

急
激
に
其
の
牧
利
率
を
高
め
る
可
能
性
少
な
〈
、
且
つ
長
期
間
に
一
旦
っ
て
計
算
す
る
を
要
す
る
か
ら
し
て
、
か
の

迅
速
な
る
笹
利
を
目
的
正
す
る
株
式
曾
枇
正
は
、
企
業

ω本
質
上
到
底
相
容
れ
な
い
の
で
ゐ
る
肘
殊
に
、
連
年
作

業

ω如
き
に
あ
っ
て
は
、
其

ω聞
定
資
本

ω大
部
分
(
却
も
林
木
蓄
積
資
本
)
ご
其
の
生
産
物
ご
が
同
一
質
料

ωも

の
で
あ
る
ピ
云
ム
特
徴
か
ら
し
て
、
林
水
蓄
積
資
本
吉
云
ふ
悶
定
資
本
の
老
齢
部
分
は
、
其
の
冊
胴
純
を
減
中
る
こ

芭
が
な
〈
し
て
、
其
の
他
流
動
資
本
に
漣
や
し
め
る
こ
ご
が
で
き
、
従
っ
て
抑
制
替
の
粘
則
市
を
判
定
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
の
も
の
が
問
中
に
資
本
的
牧
盆
を
合
む
か
、
若
〈
は
同
時
に
資
本
そ
の
も
の
の
一
部
岡
牧
古
れ

L
部
分
を

も
合
ん
で
局
る
か
£
云
ふ
事
は
直
も
に
明
か
に

L
難
い
の
で
ゐ
る
が
、
他
方
・
株
式
舎
一
耽
の
短
所
Z
し
て
、
株
主

が
業
企
業
に
人
格
的
に
拘
束
吉
れ
て
居
な
い
結
果
、

そ
の
中
に
は
、
事
業
の
熔
来
乃
至
永
久
の
後
燥
を
期
待
す
る

よ
ち
も
一
時
的
に

E
額
の
利
益
を
得
て
.
速
に
其
の
事
業
関
係
か
ら
股
返
し
や
う
ど
す
る
も
の
を
生
中
る
虞
れ
が

一
度
に
一
過
多
の
林
木
を
伐
採

L
て
過
大
の
刺
盆
配
骨
聞
を
行
ひ
、

あ
b
、
従
っ
て
、
林
業
企
業
に
付
て
も
、

時
的

に
共
の
株
式
の
韓
両
慣
を
高
め
英
機
に
乗
じ
て
自
己
の
持
株
を
責
抑
ひ
其
的
事
業
か
ら
股
退
し
ゃ
う

E
L、
震
め
仁

森
林
は
荒
廃
し
、
舎
枇
は
遂
に
破
産
す
る
に
至
る
虞
が
ゐ
る
。
而
L
T
共

ω
質
例
は
現
に
曾
っ
て
換
太
利
に
於
て

設

苑

O 
E 

産
業
主
し
て
の
林
業
の
特
性

第
二
十
四
巻

一O
四
七

第
六
貌
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十
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四
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六
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設

苑

以
上
越
べ
た
ピ
ニ
ろ
に
よ
っ
て
、
林
業
の
企
業
形
態
が
殆
ど
金
〈
軍
凋
企
業
記
る
所
以
は
明
か
で
あ
る
が
、
共

は
一
見
に
、
殆
Y
』
会
〈
土
地
所
有
者
の
自
家
企
業
に
限
ら
れ
て
居
る
。
り
ザ
ド
し
、
育
成
的
林
業
殊
に
其
の
最
も
合
理

的
な
形
態
で
め
る
ご
こ
ろ
の
漣
年
作
業
に
あ
っ
て
は
固
定
資
本
の
大
部
分
(
林
木
蓄
積
資
本
)
己
生
産
物
ピ
が
同

一
資
料
の
も
の
で
め
h
、
従
っ
て
前
者
の
岡
牧
吉
生
産
物
そ
の
も
の
の
牧
獲
己
は
一
見
極
別
し
難
U
こ
Z
上
越
の

通
h
で
ゐ
る
が
、
ニ
の
勅
}
ら
し

τ、
林
業
に
於

τは
森
林
(
林
木
正
林
地

F
V】合
h
U
)

の
賃
貸
借
正
一
耳
ふ
こ
ご

は
殆
ど
会
〈
行
は
H
H

な
い
叫
従
つ

τ設
に
考
察
を
要
す
る
の
は
借
地
林
業
で
あ
る
が
、
由
来
‘
林
業
に
於
り
る
借

地
に
付
い
て
は
、
牧
獲
に
際
し
て
借
地
人
が
林
地
を
荒
厳
せ
し

U
る
虞
仰
い
の
あ
る
こ
芭
は
農
業
じ
等
し
い
ば
か
・
り

で
な
〈
、
共
生
産
行
稜
の
長
期
な
こ
さ
炉
ら
し
て
、
貸
主
に
於
て
は
生
産
終
了
後
の
借
地
料
の
牧
入
に
付
い
て

の
危
険
を
負
擁
す
る
こ
古
大
で
あ
b
、
借
主
に
於
て
は
一
生
産
行
程
修
了
後
の
借
地
契
約
の
夏
新
保
舗
を
保
し
難

い
か
ら
、
隔
年
作
業
を
繕
絹
L
叉
は
漣
年
作
業
金
経
管
し
ゃ
う
ピ
す
る
場
合
安
ん
じ

t
之
れ
が
企
業
に
着
手
す

る
を
得
な
い
。
従
つ

τ借
地
林
業
は
極
め

τ特
殊
の
沿
革
的
一
肱
曾
事
情
の
存
す
る
所
h
T
除

ν
て
は
行
は
れ
て
居
ら

品

な
い
。林

業
は
斯
か
る
理
由
で
専
ら
土
地
所
有
者
の
箪
獅
自
滅
企
業
た
る
ご
特
徴
を
す
る
が
、
中
に
も
、
林
業
が
確
賞

安
全
で
ゐ
っ
て
且
つ
商
工
業
の
様
仁
、
企
業
者
が
所
謝
企
業
者
的
才
能
を
具
備
す
る
こ
ピ
を
必
要
正
し
な
い
事
賞

正
、
そ
の
事
賓
の
永
縦
性
E
に
4
h
、
か
の
子
々
孫
々
の
資
産
の
安
岡
.
を
念
ご
す
る
私
入
、
若
〈
は
永
久
的
生
命
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r 

を
有
す
る
会
法
人

人の
所
有

能
答

通
す

る
0) 

で
ゐ
る
o. 

以
上
越
ぺ
来
っ
た
所
を
要
約
す
る
ご
.
林
業
は
、
其
の
生
産
技
術
上
の
根
本
的
諸
性
質
に
基
ミ
本
質
上
、
生

産
三
要
素
中
の
「
自
然
」
に
依
頼
す
る
こ
己
最
も
大
に
、
第
働
組
欣
且
つ
資
本
(
生
産
資
本
)
粗
放
な
産
業
で
あ
っ

て
、
経
僧
上
か
ら
見
れ
ば
、
共
の
流
動
資
本
の
廻
時
速
度
が
甚
だ
し
〈
緩
で
ゐ
る
か
若
〈
は

E
額
の
資
本
の
回
定

を
要
す
る
等
の
牧
利
上
の
不
利
な
る
冊
闘
を
有
し
て
居
h
、
且
つ
叉
大
規
模
経
営
に
過
す
る
ご
は
一
式
っ
て
も
、
其
は

工
業
の
如
〈
分
業
ご
機
械
ご
の
援
護
に
件
ふ
も
の
で
は
な
〈
て
、
主
正
し

τ林
業
生
産
諸
要
素
及
生
産
物
の
自
然

的
性
質
に
出
づ
る
も
の
で
、
術
叉
市
場
に
岨
到
す
る
積
極
的
通
膳
性
も
乏
し
い
か
ら
、
農
業
に
似

τ、
近
代
的
産
業

品
目
回
棋
の
趨
勢
に
閥

Lτ
は
商
工
業
ご
共
の
歩
足
を
一
に
し
難
い
運
命
を
有
つ

τ居
る
。
但
し
他
の
方
面
に
於

τ、

資
本
の
安
岡
正
経
畿
の
安
全
確
賞
ご
い
ふ
長
所
を
有
す
る
か
ら
・
其
は
、
大
資
本
を
有
す
る
も
の
で
あ
う
て
、

時
的
な
巨
額
の
牧
盆
よ
h
も
寧
ろ
.
資
本
の
安
悶
正
、
牧
盆
の
漣
年
保
綴
ピ

ee望
む
も
の
、
投
交
慨
倍
に
通
し
、

叉
、
他
方
に
於
て
、
事
業
の
永
続
性
吉
、
所
論
企
業
家
的
才
飽
の
不
必
要
な
二
ど
か
ら
し
て
、
個
人
の
世
襲
的
事

業
、
叉
は
永
久
的
生
命
を
有
す
る
-
公
法
人
の
所
有
経
替
に
越
す
る
産
業
で
あ
る
ニ
E
を
共
の
特
性
ご
す
る
。

而
し
て
林
業
は
、
其
の
超
産
業
的
数
能

ω方
面
か
ら
見
て
も
、
会
法
人
の
所
有
経
笹
に
越
し
、
叉
現
に
其
の
朕

態
に
あ
る
も
の
が
多
き
を
占
め

τ居
る
の
で
め
る
が
、
そ
は
本
論
の
問
題
外
ご
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
此
等
に
閲

す
る
考
察
は
別
の
機
曾
に
譲
ら
う
ぜ
思
ム
O

(

二
、
二
、
二
一
、
)

院

苑

O 
七

産
業
と
し
て
の
林
業
白
特
性

第
二
十
四
巻

一O
四
九

第
六
枕
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